















本研究では，口腔扁平上皮癌細胞株に MALT1 遺伝子を導入した MALT1 安定発現細胞株を用いて，MALT1
により発現量が変動するタンパク質をプロテオーム解析で同定するとともに，細胞増殖に対する作用につ
いて検討した．プロテオーム解析の結果，MALT1 によって発現量が変動したタンパク質のうち，4 種類が
ケラチンであった．MALT1 の発現に伴いケラチン 5/14 は減少し，ケラチン 8/18 が増加した．これらのケ
ラチン分子種の変化は MALT1 濃度依存性であり，多くの口腔扁平上皮癌細胞株で共通に認められた．細胞
増殖能の測定では，MALT1 は増殖を有意に低下させ，N 末端を欠失させた MALT1 は上昇させた．フローサ
イトメーターを使用した細胞周期についての検討では，MALT1安定発現癌細胞でG1期の細胞相が増加した．
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